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小さい頃から生き物に興味を持っておられ
たのですか？
　五大湖の１つ、エリー湖の南にある港町で
育ちました。13歳の時、郡の図書室で見つけ
た生物学の本や図鑑に夢中になり、動物学者
になりたいと思うようになりました。
　分類学者を目指すことをはっきりと意識した
のは大学生の時、実験室で実験をするのでは
なく、分類、系統学的な研究を専門にしよう
と決意しました。

日本へ来られることになったきっかけは？
　私の研究テーマは海の無脊椎動物に寄生す
る甲殻類や吸口類なので、琉球大学の熱帯海
洋科学センター（現・熱帯生物圏研究センター
瀬底実験所）から招待されたので、自分の研
究にとってチャンスになるのではと承諾しまし
た。
　沖縄のことは何も知らなかったのですが、
スーパーではアメリカと同じような商品が手に
入ったこともあってカルチャーショックはありま
せんでした。最初はことばに不自由しましたが、
その後地域の祭りを通じて、沖縄の文化や音
楽に興味を持つようになりました。

その後、フランスやオーストリア、日本の
研究所を経て、滋賀県へ来られたのですね。
　この琵琶湖博物館が学芸員を募集していた
のですが、国籍を問わないというところに惹か
れました。ただ、ずっと海洋生物を対象にして
きましたので、ここでは淡水の生物が研究対
象になるため、そこが少し不安でした。私が
研究しているグループの寄生性甲殻類は淡水
には生息していません。
　なので滋賀へ来てからはまず、琵琶湖とそ
の周辺にどんな甲殻類が生息しているかを調
査することから始めました。そして滋賀の水田
にいるカブトエビやカイエビといった甲殻類が
研究対象になりました。以来、世界中の研究
者とともに１つの共同研究チームとして論文を
発表してきました。外国では入手しにくいサン
プルを共同研究者に送ることもあります。
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その他にはどんな研究をされていますか？
　寄生生物一般に関心を持っていましたので、
その関連で '97年から2001年まで、琵琶湖と
集水域の魚類の寄生虫に関する調査も行いま
した。今年もまた、調査を行いました。これは、
私がコーディネートしている総合研究の一環と
して行いました。
　総括学芸員としての仕事と並行して、昔集
めた海の甲殻類のデータや標本を用いて自分
の専門分野の研究も続けています。

分類学というのは一般にはあまりなじみが
ありませんが、どんなところにおもしろさ
がありますか？
　分類学のおもしろさは、もちろん新種の発
見といったエキサイティングな面もありますが、
例えば生物地理学※1などの視点を加えること
で、その種の分布の背景というか、物語のよ
うな部分を探求する楽しさがあります。

昨年、動物命名法国際審議会※2の委員に
就任されましたが、審議会ではどのような
仕事をされていますか。
　動物命名法国際審議会は、１つの学名が１
つの特定の生物を表すという命名のルールを
つくり、安定的に運用していくことを目的に設
置されました。審議会の委員はそのルールブッ
クである「国際動物命名規約」の出版、改訂に
携わります。名前のつけ方について世界中の
動物学者からの質問に答えることもあります。
　そして、もう１つの大切な仕事は、命名規
約というルールを厳格に適用することで、何
か問題のある事例が発生した時、委員会で審
議して裁定を下します。必要ならば規約を修
正したり適用を放棄することもあります。例え
て言うなら裁判官のような仕事です。１年に20
～25件、裁定が必要なケースが発生します。

日本から委員に選ばれているのはグライ
ガーさんを含めて二人ですが、委員に選
出された時はどんなお気持ちでしたか？
　昔、アメリカの動物命名協会の事務局で幹
事をしていたことがあります。当時、まだ草案
だった現在の第４版に当たる「国際動物命名
規約」を、郵便で国内の研究者に発送したり
していました。その時から審議会委員になり
たいという目標を持つようになりました。です
から委員に選ばれた時は、自分の夢がようや
くかなったとうれしく思いました。

滋賀に来られて10年ということですが、周
辺の自然環境の変化などに気付かれたこ
とはありますか。
　例えばヒメカイエビは大津市内の人家に近
い水田などに多く生息していますが、しばらく
行かないと田んぼがなくなって分譲地になって
いたりすることがあります。私の家の近くにあ
る小さな水路も、以前は水草が生えてホタル
がいたのに、コンクリート蓋で覆われたことで、
水草もホタルもなくなってしまいました。豊か
な生態系が身近に存在することが、どれほど
価値のあることかと思うと、ほんとうに残念で
す。

最後に滋賀県のみなさんに何かメッセージ
をお願いできますか。
　滋賀県は生物の多様性という点においては
実に恵まれていて、まさに自然の宝庫だと言
えます。しかし、豊かな自然のありがたさにほ
とんどの人は気付いていないように思います。
たとえば、アメリカでは手に入れるのがとても
難しい甲殻類が、すぐ近くの水田に普通にい
るのですが、こういった環境が年々消えていく
ということが何を意味するか──それを失わ
ないためにどうすればいいかを考えてほしい
と思います。

※1：生物地理学　自然科学の一分野ではあるが、特に地球上における動物や植物などの分布と、その成因をあつかう学問。
多くの生物ではその分布圏がきまっているが、その生物の分布を規定する要因として、現在だけではなく過去における気候
や土壌、地形、生物相互の関係などがあり複雑である。いずれの要因を重視するかで、生物地理学は分類地理学と生態地理
学にわけられる。

※2：国際動物命名規約（International Code of Zoological Nomenclature, ICZN）　動物命名法国際審議会（International 
Commission on Zoological Nomenclature）による、動物の学名を決める際の唯一の国際的な規範。同様の任にある国際植物
命名規約、国際細菌命名規約とあわせて、生物の学名の基準となっている。現在の最新版は第4版（1999年）。本規約が定め
るのはあくまで学名の適切な用法であり、分類学的判断には一切関与しない。




